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ディアスポラの知識人たちとの出会い

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
知
識
人
た
ち
と
の
出
会
い

─
─
ク
ワ
メ
・
ン
ク
ル
マ
の
政
治
思
想
（
二
）
─
─

阿　

 

久　

 

津　

 

昌　

 

三

一　

倹
約
と
勤
勉

　

ク
ワ
メ
・
ン
ク
ル
マ
（K

w
am

e N
krum

ah

）（
一
九
○
九
―
一
九
七
二
）
は
、
一
九
三
九
年
に
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の

後
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
が
建
設
し
た
ア
メ
リ
カ
最
初
期
の
計
画
都
市
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ェ
ー
カ
ー
教

徒
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
舞
台
で
あ
る
こ

と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（（
（

。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
フ
ィ
ロ
ス
（
愛
）
と
ア
デ
ル
フ
ォ
ス
（
兄
弟
）
と
ア

一　

倹
約
と
勤
勉

二　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
調
査
─
─
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
ン
ク
ル
マ

三　

フ
レ
イ
ジ
ア
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
論
争
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（
都
市
名
に
つ
く
語
尾
形
）
と
い
う
意
味
で
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
と
命
名
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
に
学
び
藩
閥
政
治
を

批
判
し
た
馬
場
辰
猪
が
客
死
し
た
の
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
あ
る
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
漢
語
で
「
費
拉
特
費
」
で
、
短
縮
し
て

「
費
府
」
と
表
記
さ
れ
る
）。
ン
ク
ル
マ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
倹
約
と
勤
勉
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
学
で
の
生
活
を
維
持
し
学
費
を
稼
ぐ
た
め
で
あ
る
。

　

私
は
チ
ェ
ス
タ
ー
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
に
臨
む
南
西
郊
外
の
都
市)

の
サ
ン
造
船
所
に
勘
定
係
と
し
て
雇
わ
れ
た
の

だ
。
季
節
を
問
わ
ず
、
深
夜
の
十
二
時
か
ら
翌
朝
の
八
時
ま
で
働
い
た
。
特
に
冷
え
た
日
に
は
、
手
が
鋼
鉄
に
は
り
つ
き
そ
う
に
な
り
、

も
っ
て
い
る
全
部
の
衣
服
を
着
て
も
、
骨
の
髄
か
ら
が
た
が
た
と
震
え
た
。
い
つ
も
朝
の
八
時
に
下
宿
に
も
ど
っ
て
、
朝
食
を
食
べ
、
数
時

間
眠
っ
て
か
ら
、
論
文
を
書
く
た
め
の
調
べ
も
の
を
始
め
た
（
中
略
）
肺
炎
に
か
か
っ
た
（
中
略
）
ベ
ッ
ド
に
寝
な
が
ら
、
私
は
は
じ
め
て

自
分
の
生
活
を
ゆ
っ
く
り
、
筋
道
を
た
て
て
考
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
毎
日
二
十
四
時
間
を
ぶ
っ
と
お
し
に
頑
張
り
続
け
る
こ
と
が
愚

か
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
死
の
一
歩
手
前
に
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、
無
性
に
母
に
会
い
た
く
な
っ
た
。
病
気
が
治

り
し
だ
い
、
な
る
べ
く
早
く
ア
メ
リ
カ
を
去
っ
て
故
国
に
も
ど
ろ
う
、
と
私
は
決
心
し
た（

（
（

。

　

ア
ク
ラ
の
師
範
学
校
の
時
代
に
、
ア
グ
レ
イ
博
士
が
死
ん
だ
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
っ
て
激
し
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
以
後
、
食
事

も
と
ら
ず
に
勉
強
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
身
に
つ
い
た
習
性
で
も
あ
っ
た
。

　

私
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
興
味
を
失
っ
て
、
少
な
く
と
も
三
日
間
は
、
何
ひ
と
つ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。（
中
略
）
胃
の
腑
が
カ

ラ
で
も
、
勉
強
を
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
は
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
も
、
こ
の
時
だ
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
発
見
は
、

後
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
行
っ
た
時
に
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
に
な
っ
た
。
私
は
貧
乏
な
た
め
に
食
事
も
と
ら
ず
に
─
─
勉
強
も
し
、

休
暇
に
は
大
学
の
授
業
料
を
稼
ぐ
た
め
に
働
き
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
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故
国
を
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
て
か
ら
も
ン
ク
ル
マ
は
倹
約
と
勤
勉
を
続
け
て
き
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
の
時
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
魚
の
行
商
を
や
っ
て
い
た
と
か
魚
の
塩
漬
け
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
と
書
か

れ
て
い
る
。
フ
ル
ト
ン
魚
市
場
で
卸
商
を
通
じ
て
仕
入
れ
を
し
た
の
か
と
想
像
し
て
み
た
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
後
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
で
学
ん
で
い
る
。
こ
の
大
学
は
野
口
英
世
が
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
（
（
（

。
野
口
英
世
が
黄
熱
病
で
黄
金
海
岸
の
ア
ク
ラ
で
死
亡
し
た
の
は
一
九
二
八
年
で
あ
る
。
ン
ク
ル
マ
が
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
ン

ク
ル
マ
が
ア
チ
モ
タ
師
範
学
校
で
学
ん
で
い
た
時
期
で
あ
る
。
野
口
英
世
が
住
ん
で
い
た
下
宿
と
大
学
と
の
距
離
が
と
て
も
近
い
の

に
は
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
実
験
室
と
下
宿
を
往
復
し
て
い
た
野
口
英
世
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ン
ク
ル
マ
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
住
ん
で
い
た
と
い
う
下
宿
を
探
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
心
街
の

北
西
に
あ
る
ハ
ヴ
ァ
ー
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
町
の
三
九
丁
目
の
北
六
○
三
番
地
に
あ
っ
た
。
こ
の
家
の
前
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、

反
対
車
線
に
自
動
車
を
止
め
て
若
い
女
性
が
話
し
か
け
て
き
た
。
な
ん
と
「
私
の
家
」
で
あ
る
と
の
こ
と
。「
こ
ん
な
人
が
住
ん
で

い
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」。
か
な
り
立
派
な
住
ま
い
な
の
で
驚
い
た
。
家
の
中
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
当
時
は
、
ア
パ
ー
ト
の

フ
ラ
ッ
ト
の
部
屋
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
住
居
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ン
ク
ル
マ
は
『
自
伝
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
十
年
間
は
、
楽
し
く
も
あ
り
、
多
忙
で
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
苦
労
も
非
常
に
多
か
っ
た
。
も
し
勉
強
だ
け
に
全
部
の
時

間
を
使
え
た
ら
、
私
の
生
活
は
も
っ
と
楽
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
現
実
に
は
い
つ
も
金
が
足
ら
ず
、
生
活
費
を
得
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

苦
労
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（
（

。
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こ
れ
は
ま
さ
に
「
時
間
を
失
う
な
。
常
に
何
か
有
益
な
こ
と
を
し
て
い
よ
。
要
ら
ざ
る
行
動
は
す
べ
て
断
ち
切
る
べ
し
」
と
い
う

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
倹
約
と
勤
勉
の
精
神
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、「
ク
ワ
メ
・
ン
ク
ル
マ
の
政
治
思
想
―
『
わ
が
祖
国
へ
の
自
伝
』
を
読
む
」（『
法
学
研
究
』
第
八
四
巻
第
六
号
、
二
○
一

一
年
）
の
続
編
で
あ
る
。
本
稿
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
調
査
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
は
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
を
継
承

し
て
い
る
の
か
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
フ
レ
イ
ジ
ア
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
論
争
の
主
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
の
知
識
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
知
識
人
と
は
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
、

フ
レ
イ
ジ
ア
、
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ボ
ア
ズ
、
パ
ー
ク
、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
、
ガ
ー
ビ
ィ
ー
た
ち
で
あ
る
。
な
お
、
ガ
ー
ビ
ィ
ー
、

Ｃ
・
Ｌ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ド
モ
ア
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
こ
と
に
な
る
。

二　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
調
査
─
─
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
ン
ク
ル
マ

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
南
東
部
に
あ
る
都
市
で
あ
る
。
二
○
○
○
年
現
在
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は
人
口
一
五
一
万
七
五
五
○
人
、
約
五
九
万
世
帯
、
約
三
五
万
家
族
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

人
種
的
な
構
成
は
、
白
人
四
五
・
○
二
％
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
四
三
・
二
二
％
、
先
住
民
○
・
二
七
％
、
ア
ジ
ア
人
四
・
四

六
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
民
族
的
な
構
成
は
、
ア
フ
リ
カ
系
四
三
・
二
二
％
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
一
三
・
六
％
、
イ
タ
リ
ア
系

九
・
二
％
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
八
・
一
％
、
ド
イ
ツ
系
六
・
四
％
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
四
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
に
限
定
す
る
と
、
一
八
八
○
年
に
は
三
・
七
％
、
一
八
九
○
年
に
は
三
・
八
％
、
一
九
○
○
年
に

は
四
・
八
％
、
一
九
一
○
年
に
は
五
・
五
％
、
一
九
二
○
年
に
は
七
・
四
％
、
一
九
三
○
年
に
は
一
一
・
三
％
、
一
九
四
○
年
に
は

一
三
・
○
％
、
一
九
五
○
年
に
は
一
八
・
二
％
、
一
九
六
○
年
に
は
二
六
・
四
％
、
一
九
七
○
年
に
は
三
三
・
六
％
と
い
う
よ
う
に



265

ディアスポラの知識人たちとの出会い

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（（
（

。

　

一
九
二
○
年
の
ア
メ
リ
カ
三
大
都
市
の
人
口
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
五
六
二
万
人
、
次
い
で
シ
カ
ゴ
が
二
七
○
○
万
人
、
さ
ら
に

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
が
一
八
二
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
○
年
に
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が
新
た
に
百
万
人
都
市

と
な
っ
た
。

　

ク
ワ
メ
・
ン
ク
ル
マ
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
住
ん
で
い
た
当
時
の
一
九
四
○
年
の
人
口
は
一
九
三
万
一
三
三
四
人
で
あ
り
、
特

に
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
、
一
九
二
○
年
の
一
三
万
四
二
○
○
人
か
ら
一
九
四
○
年
の
二
五
万
八
八
○
人
に
増
加
し
て
お
り
、

全
人
口
の
一
三
・
○
％
を
占
め
て
い
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
が
増
大
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
一
九
五
○
年
に
は
四
○
万
人
に
増
加
し
て
お
り
、
職
業
別
で
は
、
一
九
三

○
年
代
に
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
専
門
職
一
・
八
％
、
経
営
者
及
び
地
主
二
・
六
％
で
、
半
熟
練
及
び
未
熟
練
労
働
者
が
八

二
・
三
％
を
占
め
て
お
り
、
専
門
職
と
い
っ
て
も
そ
の
大
半
は
小
学
校
教
員
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
に
学
校
職

員
は
公
に
人
種
差
別
撤
廃
が
実
施
さ
れ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
一
○
○
％
を
占
め
て
い
な
い
学
校
で
も
黒
人
の
教
員
は

八
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
市
内
に
あ
る
中
学
校
一
三
四
四
校
に
は
ひ
と
り
の
黒
人
教
員
が
い
た
だ
け
で
高
等
学
校
に
は
ひ
と
り
も

い
な
か
っ
た
。
黒
人
の
子
弟
で
中
学
校
に
進
学
し
た
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
も
あ
っ
た
─
─
一
九
三
二
年
に
は

黒
人
は
小
学
校
人
口
の
一
七
％
、
中
学
校
人
口
の
九
％
、
高
等
学
校
人
口
の
六
％
を
占
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
情

の
な
か
で
は
ま
し
て
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
の
間
に
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
全
体
で
は
ア
フ
リ
カ
系
出
身
の
子
弟
が
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
た
の
は
五
八
四
人
で
、
そ
の
内
、
リ
ン
カ
ー
ン
大

学
に
は
三
六
三
人
が
所
属
し
て
い
た
（
７
）。

　

わ
が
国
で
は
奥
田
道
大
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
調
査
し
て
い
る
数
少
な
い
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
奥
田
道
大
は
都
市
社
会

学
の
観
点
か
ら
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
大
都
市
衰
退
地
区
の
再
生
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
調
査
地
域
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
旧
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市
街
の
東
端
を
南
北
に
貫
く
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
の
沿
岸
に
点
在
す
る
再
開
発
地
域
で
、
特
に
、
サ
ウ
ス
ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
名
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
サ
ウ
ス
ウ
ォ
ー
ク
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
沿
い
の
小
さ
な
港
町
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
移
民
た
ち
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
中
心
地
か
ら
は
周
縁
に
あ
た
る
た
め
に
ス
ラ
ム
化
が
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

系
に
続
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ド
イ
ツ
系
、
ロ
シ
ア
系
、
ア
フ
リ
カ
系
そ
の
他
の
系
統
に
及
ぶ
混
在
地
域

で
あ
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
よ
く
見
ら
れ
る
移
民
の
歴
史
の
縮
図
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
都
市
社
会
学
の
研
究
に
、
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
（W

illiam
 Edw

ard Burghardt 

D
uBois

）（
一
八
六
八
―
一
九
六
三
）
の
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ニ
グ
ロ
』（
一
八
九
九
年
）
の
「
復
刻
版
の
序
文
」
を
執
筆
し
て
い

る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
デ
ィ
グ
ビ
ー
・
バ
ル
ゼ
ル
の
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
・
ボ
ス
ト
ン
と
ク
ェ
ー
カ
ー
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
』

（
一
九
七
九
年
）
と
い
う
大
著
が
あ
る
。
題
名
か
ら
し
て
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
都
市
の
諸
類
型
を
想
像
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。

清
教
徒
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
）
の
ボ
ス
ト
ン
が
自
ら
の
価
値
体
系
に
異
質
な
も
の
を
排
除
す
る
の
に
対
し
て
、
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
自
ら
の
価
値
体
系
に
異
質
な
も
の
を
包
摂
す
る
と
い
う
枠
組
み
で
書
か
れ
て
い
る（（
（

。

　

奥
田
道
大
は
ボ
ス
ト
ン
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
都
市
を
比
較
し
て
「
古
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
型
は
、
黒
人
人
口
を
は
じ
め
と
す

る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
相
対
的
比
重
の
高
さ
、
人
種
的
、
階
層
的
入
れ
替
わ
り
現
象
の
激
し
さ
、
衰
退
化
現
象
の
発
現

を
い
ち
早
く
見
た
現
在
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
様
相
と
無
縁
で
は
な
い
」（（
（

と
記
述
し
て
い
る
。
私
も
大
学
院
の
学
生
時
代
に
都
市

社
会
学
の
矢
崎
武
夫
先
生
の
授
業
で
ボ
ス
ト
ン
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
都
市
調
査
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
バ

ル
ゼ
ル
の
二
都
物
語
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
読
ん
で
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
都
市
類
型
と
も
重
な
り
合
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
関
根

政
美
先
生
の
学
部
の
サ
ブ
ゼ
ミ
で
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
を
輪
読

し
て
い
た
経
験
が
生
き
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
は
タ
ル
コ
ッ
ト
・

パ
ー
ソ
ン
ズ
（T

alcott Parsons

）（
一
九
〇
二
―
一
九
七
九
）
に
よ
っ
て
一
九
三
○
年
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
ク
ワ
メ
・
ン
ク
ル
マ
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も
英
訳
で
読
ん
で
い
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
調
査
は
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
社
会
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
歴
史
学
の
テ
オ
ド
ア
・
ヘ
ル
シ
ェ
ベ
ル
ク
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
や
ド
イ
ツ
移
民
と
の
比
較
を
通
し
て
黒
人
の
社
会
的
、
経
済
的
状
態
を
歴
史
学
的
に
検
証
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
都
市
史
の
調
査
は
、
編
著
者
も
書
い
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
都
市
問
題
研
究
所
、
国
立
精
神

衛
生
研
究
所
の
委
託
を
受
け
て
一
九
六
九
年
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
黒
人
の
公
民
権
運
動
の
激
し
さ
が
増
し
て
き
た
時
期

に
あ
た
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
総
人
口
に
占
め
る
黒
人
の
割
合
が
、
急
激
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
案
さ
れ
た
背
景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
は
「
仕
事
」「
空
間
」「
家
族
」「
集
団
の
経
験
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
学
際

的
な
研
究
を
実
施
し
て
い
る（（（
（

。

　

ア
ラ
ン
・
バ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
調
査
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
社
会
学
者
ギ
デ
オ
ン
・
シ
ョ
バ
ー
グ
（Gideon Sjoberg

）
の
調
査
を

モ
デ
ル
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ゲ
ッ
ト
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
が
な

さ
れ
て
い
る（（（
（

。
ス
テ
フ
ァ
ニ
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
は
、「
非
同
質
化
」
の
指
標
か
ら
計
量
的
な
方
法
で
一
八
八
○
年
の
民
族
集
団
の

居
住
と
産
業
立
地
と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
黒
人
の
場
合
に
は
就
労
産
業
に
関
係
な
く
黒
人
同
士
で
居
住
す
る
傾
向
が
あ
る
の

に
対
し
て
、
白
人
の
場
合
に
は
就
労
産
業
が
居
住
地
を
決
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
テ
オ
ド
ア
・
ヘ
ル
シ
ェ

ベ
ル
ク
た
ち
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
や
ド
イ
ツ
移
民
の
場
合
に
は
職
業
が
白
人
の
そ
れ
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
居
住
凝
離
の
度
合
が

減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
黒
人
と
白
人
と
の
居
住
凝
離
は
、
一
八
五
○
年
の
四
七
、
一
八
八
○
年
の
五
二
、
一
九
三
○
年
の
六

一
、
一
九
四
○
年
の
六
八
、
一
九
五
○
年
の
七
一
、
一
九
六
○
年
の
七
七
、
一
九
七
○
年
の
七
五
と
い
う
よ
う
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（（（
（

。

　

こ
こ
ま
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
都
市
調
査
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
ク
ワ
メ
・
ン
ク
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ル
マ
が
、
一
九
三
○
年
代
の
終
わ
り
か
ら
一
九
四
○
年
代
中
頃
ま
で
居
住
し
て
い
た
と
同
時
に
一
九
四
一
年
に
は
都
市
調
査
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
学
費
を
稼
い
で
い
た
と
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ン
ク
ル
マ
は
『
自
伝
』
の
な
か
で
黒
人
家
族
調
査
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
い
た
と
き
、
宗
教
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
黒
人
の
徹
底
的
な
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
仕
事
は
、
長

老
教
会
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
住
む
六
〇
〇
の
黒
人
の
家
族
に
、
ド
イ
ツ
人
街
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
黒

人
の
家
族
を
く
わ
え
た
多
数
を
私
は
調
べ
た
。
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
深
い
仕
事
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、
特
に
、
南
部
の
激
し
い
人
種
問
題

に
対
し
て
私
の
眼
を
ひ
ら
い
て
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
を
、
こ
の
国
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
や
進
歩
性
と
比
較
し
て
、
私
の
心
を
沈
ま
せ

た
も
の
だ（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
「
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
深
い
仕
事
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、
特
に
、
南
部
の
激
し
い
人
種
問
題
に
対
し
て
私
の
眼
を
ひ

ら
い
て
く
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
人
種
差
別
の
経
験
と
も
重
な
っ
て
『
自
伝
』
の
な
か
で
語
ら
れ
る
。

　

私
自
身
が
き
び
し
い
人
種
差
別
を
は
じ
め
て
経
験
し
た
と
き
の
こ
と
は
は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
か
ら
ワ
シ
ン
ト

ン
へ
講
演
旅
行
に
出
か
け
た
途
中
、
乗
客
の
気
晴
ら
し
の
た
め
に
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
で
バ
ス
が
停
ま
っ
た
。
私
は
の
ど
が
か
ら
か
ら
に
乾
い
て

い
た
の
で
、
駐
車
場
の
喫
茶
室
に
は
い
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
白
人
の
給
仕
に
水
を
一
杯
も
ら
え
な
い
か
と
た
の
ん
だ
。
給
仕
は
眉
を
ひ
そ
め

て
、
な
に
か
不
潔
な
も
の
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
私
を
じ
ろ
じ
ろ
見
ま
わ
し
て
、「
表
の
た
ん
つ
ぼ
の
水
で
も
飲
め
」
と
眼
を
そ
む
け
な

が
ら
い
っ
た
。
私
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
身
動
き
一
つ
で
き
ず
、
突
っ
立
っ
た
ま
ま
、
相
手
を
見
つ
め
て
い
た
。
皮
膚
の
色
が
ち
が
う
だ
け

で
、
一
杯
の
水
を
さ
え
こ
と
わ
る
人
間
が
い
る
と
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ま
で
も
バ
ス
や
飲
食
店
や
そ
の
他
の
公

共
の
場
所
で
人
種
差
別
を
経
験
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
ら
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
さ
え
思
わ
れ
た（

（（
（

。
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一
九
四
一
年
の
夏
に
ン
ク
ル
マ
は
長
老
派
福
音
教
会
の
委
員
会
に
よ
っ
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
学
生
訪
問
員
及
び
宗
教
責
任
者

に
任
命
さ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
学
部
長
宛
の
七
月
十
七
日
付
の
手
紙
の
な
か
で
、
ン
ク
ル
マ
は
「
仕
事
は
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
六
○
○
以
上
の
黒
人
の
家
族
を
訪
問
す
る
も
の
で
す
。
す
で
に
市
の
五
つ
の
長
老
派
教
会
で
踏
査
の
仕
事
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
人
街
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
同
様
の
仕
事
を
し
よ
う
と
希
望
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
十
一
日

付
の
手
紙
で
も
「
夏
期
の
福
音
委
員
会
が
最
終
報
告
の
た
め
に
九
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
踏
査
の
仕
事
の
一
般
的
な
報
告
を

済
ま
せ
て
勧
告
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
仕
事
は
充
実
し
て
い
ま
す
し
、
そ
こ
か
ら
得
た
経
験
は
大
切
に
心
に
抱
き

続
け
る
価
値
が
あ
り
ま
す
」
と
も
書
い
て
い
る（（（
（

。

　

ン
ク
ル
マ
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
黒
人
の
家
族
調
査
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
経
歴
が
真
実
で
あ
る
か
真
実
で
は
な
い
か
は
モ

ニ
カ
・
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
が
再
検
討
し
て
い
る
が
、
ン
ク
ル
マ
が
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
─
ひ
と
つ
の
社
会

踏サ
ー
ベ
イ査
』
（
（（
（

（
一
八
九
九
年
）
と
い
う
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
意
識
し
て
自
伝
を
書
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　

デ
ュ
ボ
イ
ス
の
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
』
は
次
の
よ
う
な
章
立
て
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章　

本
研
究
の
範
囲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
九
章　
　

黒
人
の
職
業

第
二
章　

問
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
章　
　

黒
人
の
健
康

第
三
章　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人　

一
六
三
八
―
一
八
二
○
年　
　

第
十
一
章　

黒
人
の
家
族

第
四
章　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人　

一
八
二
○
―
一
八
九
六
年　
　

第
十
二
章　

黒
人
の
組
織
生
活

第
五
章　

黒
人
住
民
の
規
模
、
年
齢
、
性　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
三
章　

黒
人
の
犯
罪

第
六
章　

夫
婦
事
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
四
章　

貧
民
と
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

第
七
章　

黒
人
住
民
の
出
処　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
五
章　

黒
人
の
環
境

第
八
章　

教
育
と
非
識
字（
無
学
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
六
章　

人
種
の
接
触



270

法学研究 89 巻 2 号（2016：2）

第
十
七
章　

黒
人
の
参
政
権　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
八
章　

最
後
の
言
葉

　

ま
た
、
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
は
『
第
七
地
区
黒
人
家
事
労
働
特
別
調
査
』
が
附
則
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章　

序

第
二
章　

黒
人
家
事
労
働
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
章　

娯
楽
と
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

第
三
章　

供
給
源
と
雇
用
方
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
七
章　

黒
人
家
事
労
働
の
長
さ
と
質

第
四
章　

事
業
と
賃
金
の
等
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
章　

黒
人
家
庭
の
夫
婦
事
情
、
非
識
字
（
無
学
）、
健
康

第
五
章　

貯
蓄
と
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
九
章　

改
善
目
標

　

デ
ュ
ボ
イ
ス
の
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
』
は
社
会
学
的
な
調
査
方
法
に
も
と
づ
い
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
社
会
学
的
想
像
力
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
デ
ュ
ボ
イ
ス
に
は

複
数
の
『
自
伝
』
が
あ
る（（（
（

。
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
一
八
八
八
年
に
南
部
に
あ
る
フ
ィ
ス
ク
大
学
を
卒
業
し
た
。
フ
ィ
ス
ク
大
学
の
卒
業
式

で
は
ビ
ス
マ
ル
ク
に
つ
い
て
演
説
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
三
年
に
編
入
学
し
た
。
編
入
学
と
な
っ
た
の
は
、

フ
ィ
ス
ク
大
学
の
学
力
水
準
が
「
低
い
」
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
は
き
ら
め
く
星
の
ご
と
く
優
れ
た

教
授
陣
が
い
た
と
語
っ
て
い
る
─
─
心
理
学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W

illiam
 Jam

es

）（
一
八
四
二
―
一
九
一
○
）、
倫
理

学
の
パ
ー
マ
ー
、
哲
学
の
ロ
イ
ス
と
サ
ン
タ
ナ
ヤ
、
地
質
学
の
シ
ェ
ー
ラ
ー
、
歴
史
学
の
ハ
ー
ト
た
ち
で
あ
る（（（
（

。
デ
ュ
ボ
イ
ス
は

『
自
伝
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

私
が
ハ
ー
バ
ー
ド
に
い
た
の
は
教
育
を
受
け
る
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
残
る
の
に
十
分
で
あ
る
以
上
の
成
績
を
と
る
た
め
で
は
な
か
っ
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た
。
合
格
す
る
の
が
容
易
な
科
目
は
取
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）
な
に
よ
り
も
私
は
哲
学
を
勉
強
し
た
か
っ
た
の
だ
！　

私
は
、
知
識
を
高

め
る
た
め
の
基
礎
を
固
め
て
、
知
の
基
盤
と
は
じ
ま
り
を
探
求
し
た
か
っ
た
の
だ
！　

し
た
が
っ
て
、
私
は
パ
ー
マ
ー
の
倫
理
学
を
選
ん
だ
。

し
か
し
、
か
れ
は
一
年
間
研
修
で
お
休
み
だ
っ
た
の
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
そ
の
代
わ
り
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
私

は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
哲
学
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
か
れ
の
熱
心
な
弟
子
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
中

略
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
私
を
学
問
的
な
哲
学
の
不
毛
性
か
ら
抜
け
だ
さ
せ
現
実
主
義
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
へ
と
導
い
て
く

れ
た
の
だ
。（
中
略
）
わ
た
し
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
ロ
イ
ス
、
若
い
頃
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
タ
ヤ
ナ
な
ど
の

精
緻
な
分
析
を
楽
し
ん
だ
も
の
だ
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
か
れ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
そ
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
・
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
・

ハ
ー
ト
と
か
れ
の
調
査
手
法
は
、
楽
し
く
は
あ
っ
て
も
不
毛
な
哲
学
的
思
索
か
ら
、
私
の
黒
人
研
究
に
適
用
す
べ
く
事
実
を
集
め
た
り
、
解

釈
し
た
り
す
る
分
野
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
社
会
諸
科
学
に
私
の
目
を
ふ
た
た
び
向
け
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。（
中
略
）
私
は
も
う
こ

の
頃
に
は
、
研
究
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
唯
一
の
現
実
的
な
方
法
は
、
教
え
る
こ
と
だ
と
気
づ
い
て
い
た
し
、
ハ
ー
ト
の
合
衆
国
史
の
授

業
を
と
っ
て
か
ら
は
、
哲
学
を
人
種
関
係
の
歴
史
的
な
解
釈
に
適
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私
は
人
間
の

行
為
の
科
学
と
し
て
の
社
会
学
に
む
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

一
八
九
○
年
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
優
秀
な
成
績
で
哲
学
の
学
位
を
得
て
卒
業
し
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
ま
だ
社
会
学
は
学

問
分
野
と
し
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
大
学
院
で
歴
史
学
科
と
政
治
学
科
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

デ
ュ
ボ
イ
ス
は
指
導
教
員
の
ハ
ー
ト
の
薦
め
も
あ
っ
て
二
年
間
（
一
八
九
二
―
九
四
年
）
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
す
る
こ

と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
経
済
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
を
学
ん
だ
と
い
う
。
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
火
を
吐
く
よ
う
な
熱
弁
で
も
っ
て
語
る

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
（H

einrich von T
reitschke

）（
一
八
三
四
―
一
八
九
六
）
の
熱
狂
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
講
義
に
出
席
し
た
。
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ア
フ
リ
カ
は
文
化
も
歴
史
も
も
た
な
い
こ
と
に
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
混
血
人
種
の
問
題
に
ふ
れ
た
時
な
ど
は
、
明
ら
か
に
か
れ
ら
は

劣
っ
て
い
る
の
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
偉
大
な
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
講
演
を
聞
い
た
あ
の
朝
の

こ
と
を
、
私
は
け
っ
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
中
略
）
か
れ
の
言
葉
は
洪
水
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
た
。「
混
血
（
ム
ラ
ー
ト
）
は
！
」

と
か
れ
は
怒
鳴
っ
た
。「
劣
っ
て
い
る
」。
ま
る
で
か
れ
の
両
眼
が
私
を
く
り
抜
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
も
っ
と
も
か
れ
は
た
ぶ

ん
私
に
気
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。Sie fühlen sich niedriger !　
（
か
れ
は
程
度
が
低
い
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
）
と
か
れ
は
断

言
し
た
。
あ
の
威
圧
的
な
力
説
を
だ
れ
が
拒
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か（

（（
（

。

　

ま
た
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（M
ax W

eber

）（
一
八
六
四
―
一
九
二
○
）
の
講
義
を
聞
い
た
。
さ
ら
に
、
グ

ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
授
業
で
は
ア
メ
リ
カ
農
業
に
つ
い
て
報
告
し
、
教
師
た
ち
と
学
生
た
ち
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会

情
勢
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
語
っ
て
い
る（（（
（

。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
」（W

anderjahre in Europe

）
は
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
考
え
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
デ
ュ

ボ
イ
ス
は
「
た
ん
に
狭
い
人
種
的
、
地
域
的
な
も
の
の
見
方
か
ら
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
世
界
を
見
る
」（（（
（

こ
と
が
で
き

た
と
語
っ
て
い
る
。
コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
の
言
葉
で
は
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
「
ア
メ
リ
カ
に
た
い
す
る
敵
意
の
は
け
口
と
ア
メ
リ
カ

の
偏
狭
さ
に
た
い
す
る
洞
察
」（（（
（

を
も
学
ん
だ
と
い
う
。

　

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
私
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
を
文
明
の
最
終
的
な
か
た
ち
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
が
フ
ィ
ス
ク
で
得
た
学
位
を
認
め
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
が
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
位
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と

に
、
私
は
あ
る
意
味
で
満
足
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ア
メ
リ
カ
人
は
お
金
儲
け
は
得
意
だ
が
、
そ
の
方
法
に
は
無
頓
着
で
、
そ
の
た
め

に
は
や
り
た
い
放
題
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
み
な
揃
っ
て
同
意
し
て
い
た
。
と
き
と
し
て
、
か
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
批
判
は
、
私
の
反

ア
メ
リ
カ
の
皮
膚
を
い
ら
だ
た
せ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、
総
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
私
に
と
っ
て
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
に
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た
い
す
る
私
自
身
の
態
度
に
つ
い
て
、
他
人
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
を
聞
く
の
は
、
新
鮮
だ
っ
た（

（（
（

。

　

一
八
九
四
年
の
六
月
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
め
ざ
す
移
民
と
と
も
に
「
黒
ん（
マ
マ
）ぼ
嫌
い
」（（（
（

の
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
。

デ
ュ
ボ
イ
ス
は
オ
ハ
イ
オ
州
の
ジ
ー
ニ
ア
に
あ
る
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
大
学
で
ギ
リ
シ
ァ
語
と
ラ
テ
ン
語
を
教
え
た
。
こ
の
大
学

で
は
息
が
詰
ま
り
そ
う
だ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
、
ア
フ
リ
カ
か

ら
の
奴
隷
貿
易
の
禁
止
に
関
す
る
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
、
艱
難
辛
苦
を
経
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

黒
人
社
会
を
調
査
す
る
依
頼
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
僥
倖
で
あ
る
。

　

黒
人
問
題
は
、
私
の
頭
の
な
か
で
は
、
体
系
的
な
調
査
と
理
性
的
な
理
解
の
対
象
で
あ
っ
た
。
世
間
は
、
人
種
に
つ
い
て
間
違
っ
た
考
え

を
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
正
し
い
考
え
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
究
極
的
な
悪
は
愚
か
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
た
い

す
る
治
療
は
科
学
的
調
査
に
も
と
づ
い
た
知
識
で
あ
る（

（（
（

。

　

デ
ュ
ボ
イ
ス
の
『
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
』
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ー
ス
（Charles Booth

）（
一
八
四
○
―
一
九
一
六
）
の

『
ロ
ン
ド
ン
の
民
衆
の
生
活
と
労
働
』（
一
八
九
一
―
一
九
○
三
年
）
を
雛
型
に
し
た
調
査
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
。
シ
カ
ゴ
学
派
の
パ
ー
ク
が
ド
イ
ツ
の
ジ
ン
メ
ル
社
会
学
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
滞
在
」
の
な
か
で
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
は
長
い
記
者
生
活
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
ロ
イ
ス
、

サ
ン
タ
ヤ
ナ
に
哲
学
を
学
ん
だ
後
に
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
講
義
に
出
席
す
る
。

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
学
（
後
に
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
大
学
）
の
Ｗ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
指
導
の
も
と
で
「
群
集
と
公
衆
―
方
法

論
的
及
び
社
会
学
的
研
究
」
と
い
う
博
士
論
文
を
提
出
し
て
い
る（（（
（

。
シ
カ
ゴ
学
派
の
都
市
社
会
学
が
隆
盛
と
な
る
時
期
の
は
る
か
以
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前
に
こ
の
よ
う
な
都
市
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。
黒
人
家
族
の
調
査
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
の
は
経
済
恐
慌

の
時
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
三
○
年
代
の
経
済
恐
慌
は
綿
花
栽
培
に
決
定
的
な
打
撃
を
あ
た
え
、
新
た
な
仕
事
を
も
と
め
て
南
部
の
農
業
地
帯
か
ら
移
動

し
重
要
工
業
地
帯
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
国
家
を
再
構
築
す
る
た
め
に
も
都
市
部
に
集
住
す
る
黒

人
の
実
態
調
査
が
も
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
○
年
代
か
ら
一
九
四
○
年
代
ま
で
は
ま
さ
に
黄
金
時
代
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ジ

ア
の
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
家
族
』（
一
九
三
九
年
）、
ダ
ラ
ウ
ド
の
『
あ
る
南
部
の
町
の
カ
ー
ス
ト
と
階
級
』（
一
九
三
九
年
）、
デ
ー

ビ
ス
と
ガ
ー
ド
ナ
ー
夫
妻
の
『
深
南
部
』、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』（
一
九
四
四
年
）、
ド
レ
イ
ク
と
ケ
イ
ト

ン
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』（
一
九
四
五
年
）
な
ど
大
都
市
に
集
住
す
る
黒
人
調
査
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
内
研
究
で
は
、
青
柳
清
孝
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
家
族
』（
一
九
八
三
年
）
と
そ
の
体
験
を
綴
っ
た
『
黒
人
大
学
留
学
記
─
テ
ネ
シ
ー

州
の
町
に
て
』（
一
九
六
四
年
）
が
あ
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済
学
者
で
あ
る
が
、
一
九
三
八
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
が
公
正
な
立
場
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
招
聘
し
た
も
の
で
あ
る
。
約

三
〇
名
の
黒
人
問
題
を
専
門
と
す
る
研
究
者
た
ち
が
調
査
研
究
に
従
事
し
て
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
と
し
て
集
大
成
化
さ
れ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ン
ク
ル
マ
が
黒
人
家
族
を
調
査
し
た
と
語
っ
て
い
る
の
も
デ
ュ
ボ
イ
ス
が
調
査
対
象
と
し
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
あ
る
。
マ
リ

カ
・
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
は
ン
ク
ル
マ
の
海
外
で
の
生
活
を
緻
密
な
ま
で
に
調
べ
た
歴
史
学
者
で
あ
る
が
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は
夏

期
の
調
査
に
関
す
る
長
老
派
教
会
の
公
文
書
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
。『
自
伝
』
に
書
か
れ
て
い
る
「
ひ

じ
ょ
う
に
興
味
深
い
仕
事
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、
特
に
、
南
部
の
激
し
い
人
種
問
題
に
対
し
て
私
の
眼
を
ひ
ら
い
て
く
れ
た
」

と
い
う
こ
と
が
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
や
周
辺
の
黒
人
の
家
族
調
査
で
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
」、
ま
た
、「
別
の
機
会
に
南
部

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
」
と
疑
義
を
た
だ
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
は
さ
ら
に
『
福
音
協
会
年
報
』
を
調
べ
て
、
Ｊ
・
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Ｒ
・
ワ
ッ
ト
と
Ｒ
・
Ｗ
・
ブ
リ
ン
ガ
ー
ズ
と
い
う
同
僚
と
と
も
に
ン
ク
ル
マ
が
福
音
派
協
会
の
家
族
調
査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、『
あ
る
踏
査
─
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人
』（A

 Survey: T
he N

egro in Philadelphia

）
と
い
う
報
告
書
も
出
版
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
者
た
ち
が
一
九
四
一
年
に
調
査
し
た
こ
と
が
こ
の
報
告
書
に
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
内
部
文
書
と
し
て
踏
査
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
ン
ク
ル
マ
が
ロ
ン
ド
ン
に
旅
立
っ
た
後
の

一
九
四
六
年
の
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る（（（
（

。

三　

フ
レ
イ
ジ
ア 

・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
論
争

　

ン
ク
ル
マ
が
ア
フ
リ
カ
人
と
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
『
自
伝
』
の
な
か

で
語
ら
れ
て
い
る
フ
レ
イ
ジ
ア
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
論
争
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
ン
ク
ル
マ
は
こ
の
論
争
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
頃
私
は
合
衆
国
内
の
社
会
学
の
二
つ
の
学
派
に
興
味
を
も
っ
た
。
ひ
と
つ
は
フ
レ
イ
ジ
ア
教
授
の
指
導
す
る
ハ
ワ
ー
ド
大
学
系
の
社

会
学
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
人
類
学
教
授
М
・
Ｊ
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
博
士
の
指

導
す
る
学
派
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
学
派
は
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
は
ア
フ
リ
カ
と
の
文
化
的
な
結
び
つ
き
を
完
全
に
失
っ
て
い
る
と
主
張
し
、

ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
代
表
す
る
学
派
は
ア
メ
リ
カ
に
も
ア
フ
リ
カ
的
な
要
素
が
残
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
は
ア
フ

リ
カ
大
陸
と
の
文
化
的
な
結
び
つ
き
を
決
し
て
失
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
私
は
後
者
の
考
え
を
、
そ
の
時
も
、
今
も
支
配
し
て
い

る
が
、
こ
の
学
派
を
応
援
す
る
た
め
に
ハ
ワ
ー
ド
大
学
へ
一
度
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た（

（（
（

。

　

こ
れ
は
ハ
ワ
ー
ド
大
学
の
社
会
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
フ
レ
イ
ジ
ア
（Edw

ard Franklin Frazier

）（
一
八
九
四
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―
一
九
六
二
）
と
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
人
類
学
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（M

elville J. H
erskovits

）（
一
八
九

五
―
一
九
六
三
）
と
の
間
の
論
争
で
あ
り
「
フ
レ
イ
ジ
ア 

・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
論
争
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ

黒
人
は
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
を
継
承
し
て
い
な
い
か
そ
れ
と
も
継
承
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
争
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
東
部
の
バ
イ
ア
の
黒
人
家
族
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
展
開
さ
れ
た（（（
（

。

　

こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
家
族
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
フ
レ
イ
ジ
ア
が
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
家
族
』

（
一
九
三
九
年
）
の
な
か
で
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
の
抹
殺
説
を
唱
え
た
の
に
対
し
て
、
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
『
黒
人
の
過
去
の
神

話
』（
一
九
四
一
年
）
の
な
か
で
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
の
継
承
説
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
学

者
と
ユ
ー
ロ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
人
類
学
者
と
の
論
争
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る（（（
（

。

　

こ
こ
で
フ
レ
イ
ジ
ア
と
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
フ
レ
イ
ジ
ア
は
ロ

バ
ー
ト
・
パ
ー
ク
（Robert Ezra Park
）（
一
八
六
四
︲
一
九
四
四
）
と
ア
ー
ネ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
（Earnest W

. Burges

）（
一

八
八
六
―
一
九
六
六
）
を
代
表
と
す
る
シ
カ
ゴ
大
学
の
都
市
社
会
学
を
学
ん
だ
研
究
者
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ジ
ア
は
一
九
三
二
年
に
シ

カ
ゴ
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
シ
カ
ゴ
の
黒
人
家
族
」
を
も
と
に
『
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
家
族
』（
一
九
三
九
年
）
を
出
版
し
、
ア

ニ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
同
心
円
地
帯
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
黒
人
家
族
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
た

黒
人
を
対
象
と
し
た
黒
人
に
よ
る
初
め
て
の
社
会
学
的
調
査
で
あ
る
。
パ
ー
ク
が
一
九
一
四
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
に
招
聘
さ
れ
る
ま
で
、

ア
ラ
バ
マ
州
の
タ
ス
キ
ー
ギ
研
究
所
で
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
（Booker T

. W
ashington

）
の
秘
書
を
し
て
い
た
こ
と
と

重
ね
合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
事
実
が
浮
び
あ
が
る
。
こ
の
た
め
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
が
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
補

助
線
を
引
い
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
パ
ー
ク
は
タ
ス
キ
ー
ギ
研
究
所
、
そ
し
て
そ
こ
に
形
成
さ
れ

た
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
が
「
パ
ー
ク
の
最
良
の
弟
子
」
と
言
わ
れ
た
の
が
フ
レ
イ
ジ
ア
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ボ
ア
ズ
学
派
に
属
す
る
人
類
学
者
で
あ
る
。
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
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は
一
八
九
五
年
に
オ
ハ
イ
オ
の
ベ
ル
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
に
生
ま
れ
た
。
テ
キ
サ
ス
の
エ
ル
パ
ソ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
の
エ
リ
ー
で
育
つ
。

母
は
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
父
は
プ
ラ
ハ
近
郊
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
出
身
で
あ
っ
た
。
乾
物
商
を
営
ん

で
い
た
と
い
う
。
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
オ
ハ
イ
オ
の
シ
ン
シ
ナ
シ
テ
ィ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
連
合
大
学
で
改
宗
派
の
ラ
ビ
に
な
る
た
め
に

勉
学
を
始
め
る
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
勉
学
を
励
み
徴
兵
を
延
期
さ
れ
て
い
た
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か

れ
は
シ
カ
ゴ
大
学
で
歴
史
学
の
学
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
し
て
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
に
師
事
す
る
。

ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
一
九
二
三
年
に
「
東
ア
フ
リ
カ
の
ウ
シ
複
合
」
と
い
う
題
目
で
博
士
論
文
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は

ク
ラ
ー
ク
・
ウ
ィ
ス
ラ
ー
（Clark W

issler

）
の
文
化
領
域
（culture area

）
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

学
院
終
了
後
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
調
査
に
従
事
し
て
い
る
。
黒
人
の
身
体
測
定
を
実
施
す
る
こ
と
で
環
境
が
ど
の
よ
う
に
移

民
の
物
理
的
な
特
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
人
種
的
な
同
化
と
い
う
新

し
い
視
点
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
大
学
で
任
期
付
き
の
講
師
を
務
め
た
後
に
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
教
授

職
に
就
任
し
た
。
そ
こ
で
人
類
学
部
を
設
置
す
る
。
一
九
六
三
年
に
亡
く
な
る
ま
で
大
学
で
教
職
の
立
場
に
あ
っ
た
。
特
に
、
ハ
ー

ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
を
集
大
成
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、『
ア
メ

リ
カ
の
黒
人
―
人
種
的
な
境
界
の
研
究
』（
一
九
二
八
年
）、『
ア
メ
リ
カ
の
身
体
測
定
学
』（
一
九
三
○
年
）、『
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の

神
話
』（
一
九
四
二
年
）
な
ど
で
あ
る
。
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
ア
フ
リ
カ
の
残
存
」（A

frican survivals

）
と
名
づ
け
、
後
に

「
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」（A

fricanism

）
と
改
め
て
提
唱
し
て
い
る（（（
（

。

　
『
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
神
話
』
は
、
第
一
章
「
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
意
義
」、
第
二
章
「
部
族
起
源
の
探
究
」、
第
三
章
「
ア
フ
リ

カ
の
文
化
遺
産
」、
第
四
章
「
奴
隷
化
と
奴
隷
身
分
に
対
す
る
反
発
」、
第
五
章
「
文
化
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
」、
さ
ら
に
「
現
在
の
概

況
」
と
題
し
て
第
六
章
「
世
俗
生
活
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」、
第
七
章
「
宗
教
生
活
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」、
第
八
章

「
言
語
と
諸
芸
術
」
と
い
う
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
体
的
性
癖
と
心
的
態
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度
、
一
夫
多
妻
制
、
性
的
寛
容
さ
、
広
範
な
内
縁
関
係
、
私
生
児
に
対
し
て
偏
見
が
な
い
こ
と
、
母
系
社
会
、
大
家
族
制
度
、
祖
先

崇
拝
、
ト
ー
テ
ム
信
仰
、
教
鞭
（
教
育
と
し
て
の
鞭
打
ち
）、
葬
儀
の
重
要
性
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
が
残
存
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
ら
は
ン
ク
ル
マ
が
『
自
伝
』
で
書
い
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
文
化
遺
産
と
同
じ
な
の
で
あ
る（（（
（

。
ン

ク
ル
マ
が
「
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
代
表
す
る
学
派
を
応
援
す
る
た
め
に
ハ
ワ
ー
ド
大
学
へ
一
度
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と

語
っ
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
フ
レ
イ
ジ
ア
と
の
論
争
を
考
え
る
と
き
、
か
れ
ら
の
師
弟
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
み
る
と
、

前
者
が
民
族
学
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
（Franz Boas

）（
一
八
五
八
―
一
九
四
二
）
の
弟
子
で
あ
り
、
後
者
は
社
会
学
の
ロ
バ
ー

ト
・
パ
ー
ク
の
弟
子
で
あ
る
。
人
種
関
係
の
論
争
に
お
い
て
は
、
前
者
が
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
、
後
者
が
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

　

ボ
ア
ズ
は
、
一
九
○
六
年
五
月
一
日
に
黒
人
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
ア
ト
ラ
ン
タ
大
学
で
「
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
前
途
」

と
題
す
る
卒
業
記
念
講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
る（（（
（

。
ボ
ア
ズ
を
招
聘
し
た
の
は
デ
ュ
ボ
イ
ス
で
あ
り
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
に

は
「
黒
人
に
は
歴
史
が
な
い
」
と
い
う
根
拠
も
な
い
思
い
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
フ
リ
カ
に
は
高
度
に
発
達
し
た
文
明
の
歴
史
が

あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
目
覚
め
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
太
田
好
信
は
、
ボ
ア
ズ
に
よ
る
卒
業
記
念
講
演
の
意
義
に
つ
い
て
、

文
化
の
脱
人
種
化
、
あ
る
い
は
人
種
的
劣
等
と
い
う
宿
命
の
檻
か
ら
、
ボ
ア
ズ
が
黒
人
た
ち
を
解
放
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。

　

ボ
ア
ズ
の
こ
の
講
演
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
す
る
に
は
、
当
時
ア
フ
リ
カ
に
は
文
明
は
な
い
、
と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

記
す
る
こ
と
が
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
ボ
ア
ズ
は
二
つ
の
主
張
を
お
こ
な
う
。
一
つ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
は
文
明
が
な
い
暗

黒
大
陸
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
明
の
歴
史
が
存
在
す
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
黒
人
に
は
歴
史
は
な
い
と
さ
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れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
歴
史
を
回
復
し
、
人
種
的
な
誇
り
を
も
つ
べ
き
だ
と
い
う
結
論
で
あ
る
。（
中
略
）
も
う
一
つ
は
、
文
化
を
人
種
化

し
て
語
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
一
九
二
八
年
に
出
版
さ
れ
る
『
人
類
学
と
現
代
生
活
』
に
明
確
に
打
ち
だ
さ

れ
る
が
、
ボ
ア
ズ
の
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
貢
献
と
し
て
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（（
（

。

　

一
九
五
四
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
人
種
差
別
待
遇
を
違
法
と
し
た
最
高
裁
判
決
─
─
こ
の
判
決
は
「
ブ
ラ
ウ
ン
対
ト
ピ
ー

カ
教
育
委
員
会
事
件
判
決
」（
通
称
「
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
」）
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
公
立
学
校
に
お
け
る
州
当
局
お
墨
付
き
の

人
種
隔
離
政
策
を
憲
法
違
反
と
し
た
歴
史
的
な
判
決
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
判
例
は
、
ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
の
根
底
に
あ
る
「
分
離
す
る

と
い
え
ど
も
平
等
で
あ
る
」（separate but equal

）
と
い
う
ド
ク
ト
リ
ン
の
も
と
に
、「
ボ
ア
ズ
的
」
文
化
相
対
主
義
に
訴
え
て
、

最
高
裁
が
人
種
差
別
待
遇
の
撤
廃
を
支
持
し
た
も
の
と
み
て
い
る
も
の
も
あ
る（（（
（

。
太
田
好
信
は
、
リ
ー
・
Ｄ
・
ベ
ー
カ
ー
の
『
野
蛮

か
ら
ニ
グ
ロ
へ
─
人
類
学
と
人
種
の
構
築　

一
八
九
六
―
一
九
五
四
年
』（
一
九
九
八
年
）
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

最
高
裁
判
決
は
そ
の
根
拠
を
「
ボ
ア
ズ
的
」
文
化
相
対
主
義
─
─
こ
の
文
脈
で
は
、
ボ
ア
ズ
が
黒
人
に
対
し
て
主
張
し
た
同
化
論
で
は
な

い
─
─
に
は
求
め
ず
、
ボ
ア
ズ
の
弟
子
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
論
敵
で
あ
っ
た
社
会
学
者
Ｆ
・
フ
レ
イ
ジ
ア
の
立
論
に
依
拠
し
た
ミ
ュ
ル

ダ
ー
ル
報
告
書
に
求
め
て
い
る
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
、
黒
人
に
は
特
殊
な
文
化
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
化
は
ア
メ
リ
カ
社
会
か
ら
の

疎
外
と
い
う
「
病
的
な
」
状
況
が
生
ん
だ
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
最
高
裁
判
決
は
、
疎
外
の
根
源
が
人
種
隔
離
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
を

撤
廃
す
る
決
定
を
く
だ
し
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
（Gunnar M

yrdal

）（
一
八
九
八
―
一
九
八
七
）
の
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
か

ら
二
○
年
に
わ
た
っ
て
、
人
種
問
題
に
関
す
る
リ
ベ
ラ
ル
主
流
派
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
で
は
、『
ア
メ
リ

カ
の
ジ
レ
ン
マ
─
黒
人
問
題
と
現
代
民
主
主
義
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
「
二
○
世
紀
に
お
い
て
社
会
科
学
の
研
究
が
最
高
裁
判
所
で
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の
判
決
に
具
体
的
内
容
を
与
え
た
初
め
て
の
事
例
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
そ
れ
よ
り
早
い
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
判
決

に
も
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
か
ら
の
長
い
引
用
文
」
が
あ
る
と
い
う（（（
（

。

　
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
は
「
社
会
現
象
と
し
て
完
全
に
客
観
的
か
つ
公
平
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
に
関
す
る

包
括
的
研
究
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
「
人
類
学
、
経
済
学
、
教
育
学
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
や
行
政
機
関
を
含
め
、
そ
の
問

題
の
社
会
的
諸
側
面
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
適
格
な
協
力
者
集
団
や
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
」
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
取
締
役
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
Ｐ
・
ケ
ッ
ペ
ル
の
提
案
も
あ
っ
て
動
き
だ
し
た
。
ミ
ュ
ル

ダ
ー
ル
は
一
九
三
八
年
の
九
月
初
め
に
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た（（（
（

。
ン
ク
ル
マ
が
リ
ン
カ
ー
ン
大
学
を
卒
業
す
る
前
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
南
部
へ
の
長
期
旅
行
か
ら
仕
事
を
始
め
た
。
南
部
の
人
種
差
別
政
策
の
実
態
に
は
衝
撃
を
受
け
、
黒

人
に
関
す
る
包
括
的
研
究
の
た
め
の
冷
静
な
判
断
力
を
も
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
ど
っ
た
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
主
任
と
し
て
問
題
の
所
在
に
関
す
る
書
物
に
な
る
ほ
ど
長
い
覚
書
や
報
告
を
執
筆
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
雇
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か

に
は
社
会
学
者
の
フ
レ
イ
ジ
ア
、
ラ
ル
フ
・
バ
ン
チ
（Ralph Johnson Bunche

）（
一
九
○
四
―
一
九
七
一
）
な
ど
が
い
る
。
フ
レ
イ

ジ
ア
に
は
『
シ
カ
ゴ
の
黒
人
家
族
』（
一
九
三
二
年
）、『
合
衆
国
の
黒
人
家
族
』（
一
九
三
九
年
）
の
著
書
が
あ
っ
た
。
ラ
ル
フ
・
バ

ン
チ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
博
士
号
を
も
つ
政
治
学
者
で
、
国
連
で
の
中
東
外
交
の
手
腕
が
認
め
ら
れ
て
一
九
五
○
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
黒
人
の
知
能
テ
ス
ト
、
黒
人
に
お
け
る
精
神
障
害
、
異
人
種
間
結
婚
、
黒
人
の
協
会
及
び
協
同
組
合
、
黒
人
の

健
康
状
態
、
黒
人
の
家
族
、
黒
人
と
犯
罪
、
黒
人
の
出
版
物
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
娯
楽
、
黒
人
の
人
口
移

動
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
黒
人
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
に
お
け
る
黒
人
、
黒
人
社
会
の
社
会
的
階
層
基
盤
な
ど
の
論

点
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た（（（
（

。
こ
の
研
究
進
行
段
階
に
お
い
て
、
一
万
五
○
○
○
枚
も
の
タ
イ
プ
打
ち
原
稿
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
研
究
論
文
の
大
半
は
独
立
し
た
著
作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
な
か
に
、
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
『
黒
人
の
過
去
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の
神
話
』（
一
九
四
一
年
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｓ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
黒
人
の
凝
離
の
諸
類
型
』（
一
九
四
三
年
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス

タ
ー
ナ
ー
の
『
黒
人
の
シ
ェ
ア
』（
一
九
四
三
年
）、
ラ
ル
フ
・
バ
ン
チ
の
死
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
時
代
に
お
け

る
黒
人
の
政
治
的
地
位
』（
一
九
七
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
の
「
序
文
」
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
黒
人
問
題
は
ア
メ
リ
カ
人
の
心
の
問
題
で
あ
る
。（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
な
人
種
関
係

を
含
め
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
根
底
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
人
の
モ
ラ
ル
上
の
ジ
レ
ン
マ
─
─
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
良
心
や
普
遍
性

に
関
す
る
個
人
の
道
徳
的
価
値
評
価
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
題
名
に
も
し
た
「
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
は
、
一

方
で
、
わ
れ
わ
れ
が
「
ア
メ
リ
カ
的
信
条
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
一
般
的
次
元
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
価
値
評
価
、
他
方
で
、
個
人
や
集
団
の
生

活
に
お
い
て
特
殊
的
次
元
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
価
値
評
価
と
の
激
烈
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
高
度
な

国
民
的
な
ら
び
に
キ
リ
ス
ト
教
的
規
範
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
考
え
、
話
し
、
行
動
し
て
い
る
。
他
方
、
後
者
に
お
い
て
は
、
個
人
的
な

い
し
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
の
利
益
、
経
済
的
・
社
会
的
・
性
的
な
警
戒
心
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
威
信
と
画
一
化
へ
の
配
慮
、
特
定
の
人
や
特

定
タ
イ
プ
の
人
々
へ
の
集
団
別
差
別
、
そ
し
て
種
々
雑
多
な
欲
望
や
衝
動
や
慣
習
な
ど
が
、
個
人
の
見
地
を
支
配
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ア
メ
リ
カ
の
人
種
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
著
名
な
人
類
学
者
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
フ
レ
イ

ジ
ア
・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
論
争
は
、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
に
と
っ
て
、
人
類
学
者
の
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
属
す
る
ボ
ア
ズ
学
派
で
は

な
く
社
会
学
の
フ
レ
イ
ジ
ア
の
属
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
あ
る
い
は
学
際
的
な
研
究
者
集
団
か
ら
な
る
ハ
ワ
ー
ド
大
学
の
サ
ー
ク
ル
（
以

下
、「
ハ
ワ
ー
ド
・
サ
ー
ク
ル
」
と
略
す
）
に
軍
配
を
あ
げ
て
い
る
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
『
貨
幣
的
均
衡
』（
一
九
三
二
年
）
の
理
論
を

ア
メ
リ
カ
の
人
種
関
係
に
適
用
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
黒
人
の
「
生
活
レ
ベ
ル
」
が
白
人
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
と
想
定
す
る
。（
中
略
）
一
方
で
、
黒
人
の
生
活
レ
ベ
ル
は
白
人
側

か
ら
差
別
に
よ
っ
て
低
め
ら
れ
て
お
り
、
他
方
で
、
白
人
の
差
別
意
識
の
理
由
は
あ
る
部
分
、
黒
人
の
生
活
レ
ベ
ル
に
依
拠
し
て
い
る
。
黒

人
の
貧
困
、
無
知
、
迷
信
、
ス
ラ
ム
で
の
居
住
、
健
康
上
の
欠
陥
、
見
た
目
の
汚
さ
、
無
秩
序
な
行
為
、
悪
臭
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
、
白

人
の
黒
人
に
対
す
る
反
感
が
刺
激
さ
れ
増
幅
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

黒
人
の
「
生
活
レ
ベ
ル
」
は
「
複
合
的
総
体
」
で
あ
り
、
雇
用
、
賃
金
、
住
居
、
栄
養
、
健
康
、
教
育
な
ど
の
変
数
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

雇
用
の
増
加
は
、
勤
労
所
得
を
多
く
し
、
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
、
健
康
、
教
育
、
マ
ナ
ー
、
法
の
遵
守
を
向
上
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
そ
の
逆
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
教
育
の
向
上
は
、
よ
り
高
い
賃
金
が
得
ら
れ
る
仕
事
に
つ
け
る
機
会
を
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
逆

も
ま
た
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
諸
変
数
か
ら
な
る
体
系
の
全
般
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
作
用
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ど
の
よ
う
に

変
化
が
生
じ
る
か
は
個
々
独
立
の
作
用
に
よ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も
変
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
す

べ
て
の
間
で
プ
ラ
ス
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
累
積
的
効
果
の
総
量
に
よ
っ
て
、
体
系
全
体
が
一
方
ま
た
は
他
方
へ
と
状
況
に
応
じ
て

動
き
だ
す
こ
と
に
な
ろ
う（

（（
（

。

　
『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
は
一
九
四
四
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。
フ
レ
イ
ジ
ア
や
デ
ュ
ボ
イ
ス
も
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
人
種
差
別

政
策
批
判
に
喝
采
を
送
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
分
野
を
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
網
羅
し
た
学
者
は
い
な
い
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
事
実
を
誤
魔
化
し
て
い
な

い
。（
中
略
）
彼
は
南
部
に
譲
歩
し
て
い
な
い
。（
中
略
）
か
れ
は
正
確
な
数
学
的
計
測
を
あ
た
え
る
よ
う
な
事
実
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
が
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な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
科
学
的
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
社
会
学
は
そ
れ
自
体
、

物
理
学
的
・
生
物
学
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
開
放
的
か
つ
率
直
に
、
感
情
・
思
考
・
理
念
と
い
っ
た
も
の
を
考

慮
に
い
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
判
決
以
後
、
ミ
ュ
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